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の成立過程を具体的に見ることが 求められるo つまり, それら構成企業は如何に して
｢家業｣から展開 ･多角化しのちに株式会社として ｢分離 ･独立｣するに至ったのか,


































ち,各連系企業はいわば ｢住友会社｣の事業部 (たとえば住友肥料製造所は ｢住友の肥
料部｣) に相当していたのであり, かかる ｢事業一体感 lこそ ｢財本中心辛義｣ により
｢産業コンツェルン｣的発展をとげた住友財閥の形成過程を反映していたのである｡
